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図表１　国保財政運営の役割分担

町は加入者から国保税を集め、
県に「納付金」を納めます。
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用
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付
金

納
付
金

県は市町村が支払う納付金や
公費を財源にして、保険給付
に必要な費用の全額を市町村
に交付します。

福島県福島県

西会津町西会津町 Ａ市 Ｂ村

〇〇市 〇〇村

8

9

10

11

12

13

14

15

16

令和４ 令和５ 令和６

（万円）

132,682 円

133,258 円

132,001 円

96,225 円
96,732 円

94,742 円

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
平
均
で
一
人
当
た
り
５
０
７
円
の
増
、
一
世
帯
当
た
り
６
８
１
円
の
減

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
基
金
（
預
金
）
か
ら
国
保
会
計
に
減
税
財
源
を
繰
り
入
れ
、
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
と
本
年
度
の
国
保
税
率
改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
と
県
が
協
力
し
て
運
営

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で

す
が
、「
高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
い
」「
財
政
基
盤
が
不
安
定
」

と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、

現
在
は
、
都
道
府
県
が
市
町
村
と

と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者

に
な
り
、
協
力
し
て
運
営
を
担

い
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と
効
率

的
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
図
表
１
を
参
照
）。

県
の
役
割

　

県
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
保
事

業
費
納
付
金
（
以
下
、
納
付
金
）

や
国
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
全

額
、
各
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

町
の
役
割

　

町
は
、
被
保
険
者
証
（
以
下
、

保
険
証
）
の
交
付
事
務
や
保
険
給

付
な
ど
の
申
請
・
届
出
の
受
付
、

給
付
、
国
保
税
の
課
税
・
徴
収
、

特
定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
税

な
ど
を
財
源
に
県
へ
納
付
金
を
納

付
し
ま
す
。

税
率
と
税
額
の
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

「
医
療
分
」、
②
国
全
体
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状

況
に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」、
③
国
全
体
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

「
介
護
分
」
の
３
つ
の
区
分
で
必

要
額
を
算
定
し
、
税
率
を
決
定
し

ま
す
。

　

国
保
税
必
要
額
は
、
県
が
各
市

町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
納
付
金

な
ど
の
歳
出
総
額
か
ら
、
国
が
市

町
村
に
交
付
す
る
補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
は
、
３
つ
の
区
分

ご
と
に
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

（
世
帯
）
割
の
３
方
式
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
が
国
保
財
政
の
運
営
主
体

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
11
年

度
に
は
、
保
険
料
の
県
統
一
化
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
税
率
と
税
額

◆
医
療
分

　

納
付
金
や
保
健
事
業
費
等
の
支

出
費
用
か
ら
、
国
保
税
の
必
要
額

を
算
出
し
て
税
率
を
算
定
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
円
安
基
調
や
国

際
紛
争
の
長
期
化
、
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
る
経
済
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
基
金
か
ら
７
０
０
万
円
を

減
税
財
源
と
し
て
充
当
し
ま
し

た
。
今
後
も
将
来
的
な
国
保
税
の

県
統
一
化
を
見
据
え
、
計
画
的
に

基
金
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
の
経
費
を
国
全
体

で
賄
う
た
め
、
国
保
で
も
一
定
割

合
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
県
が
示

し
た
納
付
金
を
基
に
算
定
し
た
結

果
、
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
分

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
は
、
介
護
保
険
料
を
国
保
税

と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。
県
が
示

し
た
納
付
金
を
基
に
算
定
し
た
結

果
、
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
算
定
し
た

結
果
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
１
人

当
た
り
の
平
均
負
担
額
は
５
０
７

円
の
増
額
、
１
世
帯
当
た
り
の
平

均
負
担
額
は
６
８
１
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

図表２　令和６年度の税率と税額 ※（　　）内は前年度比

区分 説明 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に

占める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に応じ
て計算

7.15㌫
（＋ 0.53㌽）

3.05㌫
（－ 0.13㌽）

2.5㌫
（± 0㌽）

49㌫
（± 0㌽）

均等割 国保加入者１人当たりの負担額 21,000 円
（＋ 1,400 円）

9,200 円
（－ 200 円）

10,600 円
（－ 800 円）

35㌫
（± 0㌽）

平等割 １世帯当たりの負担額 14,900 円
（＋ 1,100 円）

6,000 円
（－ 400 円）

5,200 円
（－ 600 円）

16㌫
（± 0㌽）

12
月
２
日
で
、
健
康
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。
廃
止
さ

れ
た
後
は
、
健
康
保
険
証
が
一
体

化
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
た
後
で
も
、
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
な
い
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
有
効
な
も
の
と
し
て
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
使
用
で
き

ま
す
。

　

８
月
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬

ま
で
に
、
国
保
は
世
帯
主
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
本
人
宛
て
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証

は
、
町
役
場
健
康
増
進
課
・
奥
川

支
所
・
新
郷
連
絡
所
に
返
却
す
る

か
、
個
人
情
報
に
留
意
の
上
、
裁

断
な
ど
に
よ
り
確
実
に
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

１世帯当たり

１人当たり

グラフ１　町の平均負担額の推移保
険
証
の
更
新
と
返
却

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
国
保
税
に
つ
い
て

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

●
保
険
証
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
の
一
体
化

日
頃
か
ら「
健
康
」を
意
識

　

町
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
、各
種
健
（
検
）

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
保

の
特
定
健
診
は
、
１
年
に
１
回
、

９
千
円
相
当
の
検
査
を
無
料
で
受

け
ら
れ
、
自
身
の
体
の
状
態
が
確

認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
全
般
に
対
す

る
健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定

の
習
慣
化
と
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
手

帳
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ーー
ドドドドド

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
国
保
税
に
つ
い
て

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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６
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
６
年
第
３
回
町
議

会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
や
令
和
５
年
度
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
案
９
件
を
審
議
・
可
決

　

月
町
議
会
定
例
会
報
告

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
母

子
保
健
お
よ
び
児
童
福
祉
の
両
分

野
に
わ
た
る
相
談
支
援
を
一
体
的

に
行
う
機
関
で
す
。
本
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
児
童
福
祉

法
に
よ
り
設
置
が
努
力
義
務
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の

開
園
以
来
、
同
園
内
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
お
よ
び
児

童
福
祉
担
当
職
員
を
専
属
で
配
置

し
、
子
育
て
に
係
る
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
時
点
で
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
た
め
、
県
に
対
し
当

該
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
を
報
告
し

ま
し
た
。
名
称
に
つ
い
て
は
、「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
呼
称
が

地
域
で
定
着
し
て
い
る
た
め
変
更

し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

運
営
に
関
し
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
妊
娠
期

か
ら
の
子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定

　

国
で
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

従
来
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が

法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
農

用
地
な
ど
の
区
域
を
対
象
に
、
本

年
度
末
ま
で
、
地
域
計
画
を
策

定
・
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
１
月
26
日
か
ら
野

沢
、
尾
野
本
、
群
岡
、
新
郷
、
奥

川
の
地
区
ご
と
に
、
自
治
区
長
お

よ
び
担
い
手
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
地
域
計
画
策
定
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
要
請

の
あ
っ
た
延
べ
22
自
治
区
の
集
会

所
な
ど
で
説
明
会
を
開
催
し
、
各

自
治
区
に
お
け
る
自
主
的
な
話
し

合
い
や
農
用
地
利
用
の
確
認
作
業

を
経
て
、
さ
ら
に
、
２
月
22
日
か

ら
は
大
字
な
ど
の
単
位
で
「
協
議

の
場
」
を
５
月
末
ま
で
延
べ
17
地

区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
協
議
の
場
」
に
は
、
自

治
区
長
や
担
い
手
の
皆
さ
ん
、
農

業
委
員
な
ど
が
集
ま
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
地
域
の
現
状
や

課
題
、
将
来
の
農
業
や
農
用
地
利

用
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い

の
ほ
か
、
自
治
区
間
の
調
整
や
、

目
標
地
図
の
作
成
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
「
協
議
の
場
」
で
の
話

し
合
い
を
重
ね
、
こ
れ
を
基
に
、

本
年
９
月
に
は
、
町
内
５
地
区
の

地
域
計
画
素
案
を
取
り
ま
と
め
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
策
定
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
の
開
催

　

町
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

の
基
本
方
針
と
し
て
被
害
防
除
・

環
境
整
備
・
捕
獲
の
３
つ
の
対
策

を
複
合
的
に
実
施
し
、
地
域
と
行

政
、
猟
友
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
地
域
住
民
主
体

の
集
落
ぐ
る
み
で
の
対
策
強
化
を

目
的
に
、
希
望
す
る
自
治
区
に
お

い
て
「
鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
研
修
会
は
昨
年
度
、
小
綱
木

自
治
区
を
は
じ
め
３
自
治
区
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
組

織
の
立
ち
上
げ
や
集
落
主
体
の
対

策
の
実
施
に
繋
が
っ
て
お
り
、
本

年
は
、
５
月
27
日
に
小
杉
山
自
治

区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
数
自
治
区
で
開
催
し
、

基
本
的
な
被
害
対
策
の
研
修
の
ほ

か
、
集
落
環
境
診
断
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
自
治
区
に

合
っ
た
効
果
的
な
対
策
の
検
討
・

立
案
を
行
う
計
画
で
す
。

６

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決

処
分
）
＝
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
国
保
加
入
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
国
保
運
営

基
金
の
活
用
お
よ
び
物
価
高
騰

の
影
響
を
考
慮
し
た
減
税
の
た

め
の
税
率
な
ど
の
変
更

◆
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
次
）
＝
町
制
施
行
70

周
年
記
念
事
業
に
関
係
す
る
経

費
や
、
国
・
県
の
補
助
事
業
な

ど
３
３
０
２
万
７
千
円
を
増
額

町長コラム その 41
　

温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
「
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
」
は
、
１
億
円
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
で
、
全
町
民
・
世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
一
番
多
か
っ

た
要
望
に
よ
り
、
平
成
５
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
に
伴
う
給
湯
管
の
破
損
に
よ
り
、
現
在
、
沸
か
し
湯
に

よ
っ
て
営
業
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
新
し
い
源
泉
の
掘
削
整
備
を
令
和
６

年
〜
７
年
度
の
２
ヶ
年
で
行
い
、
１
日
も
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の
温
泉
を
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
こ
よ
な
く
愛
し

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
が
お
ら
れ
る
。
そ
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
平
成
19
年
12
月
に
「
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
友
の
会
」
を
結
成
し
、
当
時

40
名
近
い
会
員
数
は
、
現
在
、
若
干
減
少
し
て
い
る
が
、
継
続
し
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
で
あ
る
。
会
の
目
的
は
、
温
泉
と
サ
ウ
ナ
を
愛

し
、
健
康
増
進
と
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン

の
強
力
な
応
援
組
織
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
友
の
会
よ
り
、
数
ヶ
月
前
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
提

案
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
サ
ウ
ナ
室
へ
の
テ
レ
ビ
設
置
で
あ
る
。
サ
ウ
ナ

に
入
り
な
が
ら
、
大
相
撲
や
野
球
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
か
ら
、
６
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を

整
備
し
た
ジ
ム
（
部
屋
）
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
専
門
家
に

設
置
場
所
の
選
定
や
ス
タ
ー
ト
時
に
必
要
な
器
具
等
に
つ
い
て
の
指
導
助

言
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

設
置
場
所
を
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
２
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
、
器

具
は
現
在
あ
る
も
の
を
利
用
す
る
他
、
県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る
新
し

い
器
具
の
購
入
を
申
請
し
て
い
た
が
、
先
日
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

設
置
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の
利
用
者
増
を
図
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
に
し
て
参
り
た
い
。

西
会
津
町
長

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

水不足の影響に迅速に対応

水対策本部を設置渇

　町では、６月１日に「西会津町渇水対策本部」
を設置しました。例年より降雪量が著しく少な
く、水不足が懸念されることから、町民生活の
安全および農作物などへの被害防止を図ること
を目的としています。

▶役場正面玄関に渇水対策本部の看板を設置する
　薄友喜町長、小瀧武彦農林振興課長、佐藤広悦
　建設水道課長（左から）

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら
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